近畿のトンボ第3集（仮称）のメッシュコードについて

　関西トンボ談話会では調査地点を示す座標として「基準地域メッシュ（第3次地域区画：8桁メッシュコード）」を使用することが提唱され（津田:1979）， 現在では，動植物分布調査の全種調査や環境指標種調査の原データとして、またその他の多くの調査でその結果の集計・解析に用いられている。
　メッシュコードを拾い出す資料としては「環境庁発行の都道府県別メッシュマップ:1997」や「国土地理院発行の2万5千分の1地形図」を利用しているが，地形図は2002年より世界測地系（日本測地系2000）によるものに順次更新されている。

 インターネットが利用できる環境であれば，「国土地理院地図閲覧サービス(試験公開) 」http://watchizu.gsi.go.jp/　から，最新の2万5千分の1地形図を閲覧し，調査地点をクリックすることによって世界測地系の経緯度を得ることができる。
　日本測地系の経緯度で表されている地点を、世界測地系で表わすと、経度が約-12秒、緯度が約+12秒変化し，これを距離に換算すると、北西方向へ約450mずれることになり，基準地域メッシュの大きさが経度差45秒，緯度差30秒（約1km四方）であることから，同じ調査地でも過去のデータと相違することが考えられる。
　経緯度のデータはhttp://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/tky2jgd/　を利用して日本測地系・世界測地系間の相互変換ができるが，メッシュコードデータを完璧に変換することは不可能である。

しかし分布調査などは範囲を持って実施されており，測地系の違いがあっても容認することとする。

　したがって近畿のトンボ第3集（仮称）のデータ入力については過去に決定（入力）したメッシュコードについてはそのままとし，これから決定するものについては世界測地系を用いることとしたい。

　経緯度からメッシュコードに変換してくれるホームページ

（http://grwww004.pref.tokushima.jp/database/meshselect.htm）　もあるが，入力用エクセルファイルには変換計算をするシートを挿入してある。
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